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■ 　新技術の概要
細胞そのものに特殊な電気エネルギーを与える事で、細胞の活性度（cell viability）を
高めて細胞の自己崩壊となる細胞死のアポトーシス（プログラム細胞死）を抑え、酸
化による細胞死のネクローシス（壊死）を抑える事を、分子生物学的手法による DNA
評価を繰り返して検証し、その再現性を含めて確認した。

■ 　従来技術・競合技術との比較
磁場等が関与すると宣伝する類似製品（細胞凍結保存効果など）はあるが、英文学術
誌で論文発表された、科学検証を経た技術でない。

■ 　新技術の特徴
食品（生肉や野菜など）の生鮮保持（共同出願者担当分野）に加え、細胞・組織・臓
器保存や培養・運搬などにも応用可能。

■ 　想定される用途
◦生鮮食料品の保持効果
◦絶対温度設定を超低温に設定する必要なくコスト軽減
◦医療分野転用
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